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• Aが B日 “…”ということを示した．
• Aが B日 “…”と発表した．















































文書の総数を N，索引語 tの文書頻度を DF(t)とした時 IDF(t)
は以下の式 (1)で定義される．












差 IDF)である．単語 tの RIDFは，文書における実際の IDF
値とポアソン分布から推定される IDF値の差となり，以下の式
(2)で定義される．
























閾値 再現率 (％) 適合率 (％) F値 (％)
1.26 85.5 28.0 40.9
1.36 85.2 28.4 41.2
1.48 83.9 28.5 41.1
1.66 82.3 28.8 41.3
1.96 74.1 28.4 39.4
2.01 73.1 28.5 39.2
2.06 72.3 28.5 39.1




















閾値 再現率 (％) 適合率 (％) F値 (％)
1 88.8 26.8 40.0
1.5 88.5 26.8 40.0
2 87.6 26.8 39.9
2.5 85.4 28.3 41.1
2.55 85.4 28.4 41.3
3 83.7 28.6 41.2
3.5 80.5 28.7 40.8
4 74.4 28.4 40.8
表 4 実験結果 (本研究 +先行研究)
再現率 (％) 適合率 (％) F値 (％)
IDF 82.3 28.8 41.3
RIDF 85.4 28.4 41.3


























[1] 前迫綾, 竹川美樹, 山村毅: ”ニュース記事のタイトルの自動生成”,
電気関係学会東海支部連合大会講演論文集, O-497, 2008
[2] 松川維吹樹, 山村毅: ”語句の削除，変換を用いた，ニュース記
事ヘッドラインの自動生成”, 第 15 回情報学ワークショップ
(WiNF2017), PC-24, 2017
